
定　理

　　四角形ＯＡＣＢにおいて，辺ＯＡ，ＢＣを：の比に分ける点を

　それぞれＫ，Ｌとし，辺ＯＢ，ＡＣを：の比に分ける点をそれぞれ

　Ｍ，Ｎとする。直線ＫＬとＭＮの交点をＰとするとき，Ｐは線分ＭＮを

　：の比に，ＫＬを：の比に分ける。
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証　明

　　＝，＝とし，定数，を用いて

　　　　　＝    

　と表す。ＰがＭＮを：の比に分けるとすると

　　　　　＝

　　　　　＝        

　　　　　　＝    

　により

　　　　　＝  ＋     

　　　　　　＝  ＋  

　ＰがＫＬを：の比に分けるとすると，同様にして

　　　　　＝     

　，が次独立であることから

　　　　　  ＝，　＝  

　これらを連立して解くと

　　　　　，　

　となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


